
まざさぽっこ ～協会通信１５号～ 

 

 今年は、 ４年に一度のオリンピックイヤー。 

 みなさん、テレビの前で（もしかして北京で？）、 

「北島～がんばれー！」 

「やわらちゃん、そこだー！」 

「上野～、よう投げたー！」などと、 

手に汗にぎり、熱く観戦されたのでしょうか？ 

 

今回のマザサポっこは、久しぶりに「メンバー紹介」です。 

今回は、３人の方をご紹介します。 

 

名古屋代表、永遠の少年、ゆうさん  淡路島の主、３億歳のちよこさん   

マザサポの星、仁川のノブちゃん、です。 

 

まずはプロフィールから・・・ 

  

＜ゆうさん＞ 

① 本 名 ： 加藤祐司  

 ② 在住地 ： 名古屋市瑞穂区  

 ③ 血液型 ： O 型  

 ④ タイプ ：  司令官半分 企画半分 

 ⑤ あなたにとって「マザサポ」とは？ ：  

本当に必要なところに、学んできたコーチングを活かせるところ。 

 

＜ノブちゃん＞ 

① 本 名 ： 本名以外に名前はないねんけど 

       ・・・(^o^)    山本 伸子 

② 在住地 ： 宝塚市・・・歌劇で有名な町で 

タカラジェンヌはウロウロしていますが 

          オシャレな西宮・芦屋・神戸に隣接していながら、 

かなり田舎です・・・(*_*)        

 ③ 血液型 ： O 型 

④ タイプ ： 支援型と分析型が常に亀甲しているが、少し点は下がって 

              司令官と企画も亀甲している混在人間です 

⑤ あなたにとって「マザサポ」とは？ ：   

何かと言われると、なんやろ？と考えてしまうけど、 なんかマザサポ菌が体にし

みついてしまったような気が・・・。なので、今や私にとって「マザサポ」とは、



コーヒーにクリープ・お茶漬けにおつけ物・お刺身にわさびのようななくてはなら

ない関係・・・かな？！ 

 

  ＜ちよこさん＞ 

① 本 名 ： 長尾 知世子  

② 在住地 ： 兵庫県洲本市（淡路島）  

③ 血液型 ： O 型  

④ タイプ ： 支援型ですが、最近、司令官・主導型のポイントも増えて来ました。  

⑤ あなたにとって「マザサポ」とは？ ：  

   マザサポは、空気のようにそばにありながら、 

海よりも深く山よりも高い存在です。 

そこへ少しでも近づくために、志を持ち続けていきたい。  

自分自身を映し出してくれる鏡でもあります。  

 

次に、お人柄が出るような、３つの質問をしてみました。 

レポーターはうっちゃんです。 

 

Q１ あなたがオリンピックに出るとしたら、どんな競技に出たいですか？ 

 

 ゆうさん  テニス ― ナダルに勝ちたい。錦織より強いことを見せたい。 

      野 球 ― ピッチャーをやる。自分でゲームを作る。 

      柔 道 ― 格闘技が好き。 

（ゆうさんのテーマは、“相手との戦い”？ 

 

ちよこさん シンクロの監督 ― 井村監督のようにメダルを取れる監督で、選手のプレ

ッシャーを乗り越える力を、充分に出してあげたい。 

      アーチェリー  ― 地味だけど、集中力がいる競技。今までゆっくり生き

てきてるので、ここで集中してみたい。 

（ちよこさんは“集中！”を欲しておられるようだ？） 

 

ノブちゃん マラソン ― 限界に挑戦してみたい。 

       水  泳 ― 魚になった気になると思う。 

もちろんレーザーレーサーを着て勝負！ 

（ノブちゃんらしい選択。“自分との戦い”） 

 

   うっちゃん ほーほー、やっぱり！ みなさん、なんか、日頃のお人柄が出てる答え 

                ですねえ。みなさんなら、何に出てみたいですか？ 

 

 



Q２ 明日、命が亡くなるとわかったら、今日、何をしますか？ 

 

ゆうさん  普通にしてる 

ちよこさん 神社にお参りに行く。今までのお礼を言いたい。 

ノブちゃん 何しよー何しよーとバタバタして何もできずに終わる。 

  うっちゃん あはは。これも、目に浮かぶようですねえ。ちよこさんはご自身が神社さん

のようなのに、お参りに行かれるのですね！ 

 

  

Q３ 今、会いたい人は誰ですか？ 

 

ゆうさん 質問が漠然としていて、思いつかなーい 

 ちよこさん 「篤姫」。自立について語り合いたいわ。 あの時代に生きながら、ちゃんと

自分の考えを持っていて、自分が納得しないと動かないところがある！ 意気

投合しそう。 

ノブちゃん  「ジュリー・アンドリュース」 あの美しい歌声を生で聞いてみたい。 

「ショーン・コネリー  リチャード・ギア  高橋克典」 好き！ 

 うっちゃん  （ゆうさん、もしかして、昔の彼女・・・とか考えてない？） 

 

  

☆ありがとうございました☆ 

＊ここで、ゆうさんの「不思議な厄年話」」をおひとつ。 

   ゆうさんは、厄年に入ったその日、車を運転してしていた。 

   交差点にさしかかり、一旦停止をして、注意深く発進。 

   左方から一台、車が来ていることを確認したが、充分かわせるスピードと車間

距離。問題なく車を滑らせたところ、左方の車が、いきなりスピードを上げて、

ゆうさんの車に 

激突！ 

   ええー？！ 

   運転手の老人は、どうやら、ブレーキとアクセルを踏み間違えたらしい。 

   ボロボロになった車で、かろうじて自宅へたどり着いたゆうさん。 

   しかし、そこでゆうさんが、目撃したものは・・・！ 

   おなかを見せて水面にプカリと浮かんでいる２匹の金魚。 

   「・・・おれと、じいさんの身代わりや～」 


